
経済価値
企業価値向上に向けた資本政策

●  DOE 1.8%
●  EBITDA 7,880百万円

人的価値
働きやすい環境を創出し、 
多様な人材の活躍

●  従業員エンゲージメント向上
●  海外売上比率 53.4%
●  女性管理職比率 12.1%
●  「健康経営優良法人」5年連続取得
●  育児休業取得率 男 81.8% 

 女  100%
●  有給休暇取得率 72%
●  コンプライアンス検定取得率（国内） 

 99.6%（管理職）

知的価値
新たなイノベーションを創出し、 
企業価値を向上

●  売上高に対する新製品比率向上

製造価値
事業拡大のための競争優位性の向上

●  アルミ着色用染料製造設備の増強
●  環境配慮製品の拡大

社会価値
事業活動を通じた地域環境への配慮

●  グローバルレベルの調達方針の遵守
●  法令違反ゼロ、休業災害ゼロ
●  社会貢献活動 9百万円

環境価値
地球環境問題への配慮

●  エネルギー原単位  
 0.4657kl/売上高百万円

●  CO2排出量 31,661t-CO2 
 （0.6518t-CO2/売上高百万円）

●  水排出量 9,652千 t
●  産業廃棄物発生量 3,076t

保土谷化学グループは、内外の環境変化、ステークホルダーの皆様からの要請を踏まえ、私たちが 
目指す企業像を、「スペシャリティ製品を軸としたオリジナリティにあふれるポートフォリオと環境に優しい 
モノづくりで、持続可能な社会の実現に貢献する企業」としております。これからも、「化学で夢のお手伝い」を 
キャッチフレーズにそれぞれの事業活動から創出された価値を通じて、社会課題を解決し、サステナブルな
社会の実現に貢献してまいります。

VISION
～目指す企業像～
スペシャリティ製品を軸とした 

オリジナリティにあふれるポートフォリオと 

環境に優しいモノづくりで、持続可能な 

社会の実現に貢献する企業

アウトカム インパクトアウトプット（2024年度）

地球環境

社会

ガバナンス

セグメント別売上高

PURPOSE～経営理念～
私たちは、化学技術の絶えざる革新を通じ、

お客様が期待し満足する高品質の製品・サービスを世界に提供し、
環境調和型の生活文化の創造に貢献します。

機能性色素
25,141百万円 

51.8%

機能性樹脂
8,450百万円 

17.4%

基礎化学品
7,515百万円 

15.4%

アグロサイエンス
5,510百万円 

11.3%

物流関連
1,780百万円 

3.7%

人
（会社と組織）

事業概要→P.36

リスクと機会→P.17

マテリアリティ→P.19

48,578
百万円

外部環境認識 電子・情報

豊かなスマートライフ 
の実現に貢献

ライフサイエンス

人々の健康維持と 
安全・安心な医療 
サービスの提供に貢献

環境・ 
エネルギー

環境負荷の低減に 
貢献

モビリティ

安全な物流機能の 
提供

農業・食品

安心・安全で 
豊かな食生活の 
実現への貢献

※  当社は2025年4月1日付で1株につき2株の割合で株式分割を行っています。2025年4月1日以前の1株当たり純資産につきましては、株式分割調整後の数値を表示しています。

社会・関係資本
さまざまなステークホルダーとの共創を 
通じた長期的な顧客基盤、信頼関係

●  保土谷化学とパートナーが同レベルの調達
方針 

●  連結子会社（国内6社、海外6社） 
●  安心・安全な製品の開発、製造体制 
●  創業110年の歴史で積み上げた信頼と

HCCブランド 

インプット（2024年度） 強み

財務資本
価値創造を実現する財務基盤・投資

●  純資産 58,530百万円
●  1株当たり純資産 3,057.98円※

●  自己資本 48,601百万円
●  有利子負債 8,501百万円

人的資本
自ら学び考え行動できる人材

●  連結従業員数 942人
●  海外従業員比率 35.2%
●  人件費（販管費） 2,759百万円
●  1人当たりの教育投資額（個別） 54千円
●  1人当たりの平均研修時間 81.1時間
●  社内研修を受けた従業員数 600人

知的資本
グローバルな競争力を支える技術・協創基盤
●  産学共同（新規素材開発）実施 
●  研究開発費 5,638百万円
●  売上高研究開発費率 11.6%
●  知的財産保護に関するノウハウ 

製造資本
グローバルに展開する生産拠点
●  グローバルな生産拠点体制 
生産拠点数（国内3拠点、国外1拠点） 

●  設備投資額 5,444百万円
●  売上高設備投資比率 11.2%
●  環境配慮原材料の使用 

自然資本
資源の効率活用

●  エネルギー消費量（原油換算） 22,623kl
●  水使用量 9,894千 t

長年にわたり 
積み上げてきた 

チカラ

揺るぎない
3つの

基盤技術力

進化し続ける
3つの
企業力

中期経営計画
SPEED 25/30

事業強化・新製品創出・生産性向上・ 
経営基盤強化・戦略投資の実行・
サステナビリティの推進・DXの推進  →P.22強み→P.16

ビジネスモデル

機能素材 
開発力

高純度化 
技術力

機能素材 
評価力

価値 
創造力

研究 
開発力

生産 
技術力

独自の技術力・
ネットワークを活かして
多種多様な
要望に対応

生産
「環境」と「安全」
を考えつくした
質の高い

モノづくりを推進

販売
社会ニーズ・
顧客ニーズを

的確に読み取る力

研究開発
最先端の研究テーマに
基づき、次代を
ひらく技術を追求

価値創出
を支える
基盤

レスポンシブル・
ケア　　→P.43

人権の尊重 
 →P.49

人材  
 →P.29

コーポレート・
ガバナンス 
 →P.51

コンプライアンス／
リスクマネジメント 
→P.58-59

常に高品質の 
製品・サービス 
を提供
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保土谷化学グループのサステナビリティ経営の理念とビジネスモデル

保土谷化学グループの価値創造プロセス


